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行
方
市
男
女
共
同
参
画
研
究
会

会
員
募
集

～
行
方
市
は
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
男
女

共
同
参
画
の
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
～

　

行
方
市
男
女
共
同
参
画
研
究
会
は
、

行
方
市
の
男
女
共
同
参
画
推
進
に
つ
い

て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
実

情
や
そ
こ
に
生
ま
れ
る
課
題
を
見
つ
め

な
が
ら
、
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
、
男

性
・
女
性
が
社
会
の
様
々
な
場
面
で
活

躍
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、
一
緒
に
理
解
を
深
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
性
別
、
識
見
の

有
無
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　

行
方
市
に
住
所
を
有
す
る

20
歳
以
上
の
方

料
金　

無
料

詳
し
い
応
募
方
法
や
内
容
の
お
問
合
せ

は
行
方
市
役
所
企
画
課
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
課
（
麻
生
庁
舎
）

℡　

０
２
９
９
‐
７
２
‐
０
８
１
１

なぜ多くの人が家づくりで失敗してしまうのか？
家づくりに失敗しない為のお助け本プレゼント

住宅会社選びで失敗したくない！という方は必見の
「お助け本」です。一生に一度、とも言える大切な
家づくりに失敗した…という悲しい思いはして欲しく
ない。という気持ちを込めて、これまで出会った数々
のお客様の生の声や経験を基に書いたものです。

この本を読んだ感想【行方市 30 代男性】

坪単価・オプションのいいかげんな業者が多いと
思います。いらない経費をけずって本当によい住宅
を提供して頂けるといいと改めて思いました。

【応募方法】官製ハガキに郵便番号・住所・氏名・電話番号
家づくりへの思いをご記入の上、以下のあて先までお送りください。
【あて先】〒311－3515 行方市井上 1539－2 とんぼ住宅お助け本係

ど
う
し
て　
　
　

づ
く
り
で

し
ち
ゃ
う
の
？

家

失
敗

A5判37ページ

ネット
検索は、とんぼ住宅 検索

http://www.e-tombo.com

行 方 市 の 人 口

行 方 市 民 憲 章

総　数　38,841 人（-34）

男　　19,296 人（-14）

女　　19,545 人（-20）

世帯数　11,696 世帯（+15）

平成 22 年 2 月１日現在

（　）は前月との比較

やさしい自然

かがやく人

わたしたちがつくる

魅力あるまち、行方市

市の花
ヤマユリ（山百合）

市の木
イチョウ（銀杏）

市の鳥
シラサギ（白鷺）

　
 情報ひろば

「
高
齢
者
は
つ
ら
つ

百
人
委
員
会
」
委
員
募
集

　

高
齢
者
自
ら
が
地
域
の
高
齢
者
を
対

象
に
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り

に
関
す
る
事
業
を
、
企
画
し
実
施
す
る

委
員
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　

県
内
に
住
ん
で
い
る
概
ね

60
歳
以
上
で
、
委
員
会
の
活
動
に
き
ち

ん
と
出
席
で
き
る
方
で
、
経
験
年
数
が

10
年
以
下
の
方
。

※
地
方
公
共
団
体
の
長
及
び
議
員
は
除

く
※
報
酬
・
交
通
費
は
な
し

任
期　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
24
年

３
月
末
日

応
募
方
法　

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号

と
「
応
募
の
動
機
、
活
動
の
抱
負
、
社

会
活
動
歴
な
ど
」
を
明
記
し
、
３
月
12

日
（
金
）
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
合
せ
先

〒
３
１
０-

８
５
８
６　

水
戸
市
千
波
町
１
９
１
８

（
社
福
）
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会　

茨
城
わ
く
わ
く
セ
ン
タ
ー

℡
０
２
９
‐
２
４
３
‐
８
９
８
９

福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア

～
就
職
面
接
会
～

日
時　

３
月
7
日
（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所　

フ
ェ
リ
ヴ
ェ
ー
ル
・
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
（
水
戸
市
白
梅
２
‐
３
‐
86
）

参
加
施
設　

現
在
職
員
を
募
集
中
又
は
、

平
成
22
年
３
月
卒
業
予
定
者
の
採
用
予

定
の
あ
る
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
及
び

介
護
支
援
事
業
所
等
50
事
業
所

参
加
対
象
者　

福
祉
の
職
場
に
就
職
を

希
望
す
る
方

参
加
方
法　

参
加
無
料
。
求
職
者
の
事

前
申
込
・
予
約
は
不
要
。
入
退
場
自
由
。

当
日
会
場
に
て
受
付
し
ま
す
。
＊
当
日

は
面
接
会
で
す
の
で
、
各
自
履
歴
書
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
駐

車
で
き
な
い
場
合
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

社
会
福
祉
法
人
茨
城
県
社
会
福

祉
協
議
会　

茨
城
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

℡　

０
２
９
‐
２
４
４
‐
４
５
４
４

特
設
人
権
相
談
所
開
設

（
予
約
不
要
・
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

○
差
別
問
題
○
家
庭
内
の
問
題
○
金
銭

貸
借
・
貸
地
借
家
、
近
隣
間
の
も
め
ご
と

期
日　

4
月
６
日
（
火
）
麻
生
公
民
館

　
　
　

4
月
６
日
（
火
）
北
浦
公
民
館

　
　
　

4
月
７
日
（
水
）
玉
造
公
民
館

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

人
権
擁
護
委
員
自
宅
電
話
相
談

　

箕
輪
次
男 

０
２
９
９
‐
７
２
‐
０
６
７
０

　

茂
木
宏
一 

０
２
９
９
‐
７
７
‐
０
３
３
６

　

邉
田
美
知
子
０
２
９
９
‐
７
３
‐
３
１
５
７

　

代
々
木
博 

０
２
９
９
‐
５
５
‐
３
３
５
９

　

荒
井
政
夫 

０
２
９
９
‐
５
５
‐
２
０
１
４

　

瀧
崎
美
子 

０
２
９
９
‐
５
５
‐
０
４
３
２

　

島
田
幸
子 

０
２
９
１
‐
３
５
‐
２
６
６
９

　

水
野
義
貞 

０
２
９
１
‐
３
５
‐
２
４
６
０

　

平
山
邦
寛 

０
２
９
１
‐
３
５
‐
０
６
１
６

※
早
朝
・
夜
間
は
急
用
以
外
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

主
催　

人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　
　
　

水
戸
地
方
法
務
局
鹿
嶋
支
局
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借金を整理して生活を楽に
あなたのお困りごと無料相談室

債 務 整 理 ・ 自 己 破 産 ・ 過 払 金 返 還 請 求
不動産登記・会社登記・裁判手続・法律相談

司法書士 黒 田 良 一

千葉県香取市山之辺１４６３ー７（国道５１号線沿い）
携帯 080ー5030－5665電 話０４７８（５８）２７７７

事  務  所　〒287-0042

※行方市では、新たな自主財源の確保や地元商工業者などの活性化、市民生活情報の提供を目的に有料広告掲載の取り組みを行っています。

「なめがた郷土かるた」巡り旅
　行戸にある天台宗随願寺には、虚空菩薩、薬師如来、観世音菩薩の
三尊が安置されています。その中で古くから智恵をさずける仏様として信
仰を集めているのが虚空蔵様です。｢十三参り｣ とは、子供の開運出世を
願い智恵・福・徳を授かるよう参詣する行事です。ふだん信仰とは無縁の
子供達も健康安全祈願・学力向上を願い、神妙な面持ちで両手を合わせ
る真剣な姿がうかがわれ、ほほえましい光景が見られます。

虚
こ

 空
く

 蔵
ぞう

 尊
そん

（北浦地区　行戸）

行方郷土かるたは 1 組  ２，０００円　購入は生涯学習課又は各公民館へ

別名、行戸の虚空蔵様と呼ばれ、
旧暦の三月十三日に数年 ( かぞえ
とし ) 十三歳を迎えた子どもたち
が「十三参り」としてお参りすると、
知恵や福徳などを授かるといわれて
います。この虚空蔵尊にはうなぎの
彫刻があり「うなぎは虚空蔵様のお
使いだ」といって、この地区の人は
うなぎを食さない風習があるといわ
れています。

成人式記念アルバムの受け取りをお願いします

　平成２２年行方市成人式（１月１０日開催）で撮影した集合写真を１冊

のアルバムにまとめ、成人者の皆様に記念品（式典に参加された方が対象）

としてお渡しいたします。受取期間をご確認の上、各公民館にてお受け取

りください。（本人が来られない場合は、家族の方や友達でも結構です。）

あらためて通知等のご連絡はいたしませんので、よろしくお願いいたしま

す。

◇受取期間　

３月２日（火）～３月２７日（土）

◇受取場所　

麻生公民館（℡　0299-72-1573）

北浦公民館（℡　0291-35-2907）

玉造公民館（℡　0299-55-0171）

注）①受付時間は、８時３０分から１７時３０分です。

　　②月曜日は、公民館が休館日となりますのでご注意ください。

⑤戸籍と住民票

シリーズ  戸籍

　戸籍が、夫婦・親子といった親族、

身分関係を登録し公証するものに対

して、住民票は、居住関係や世帯主

と世帯員との関係を公証することを

主な旨としています。住所があるか

ないかによって、選挙権の行使、義

務教育の就学、国民健康保険の加入

及び給付などの住民としての権利や

義務が発生します。

　戸籍の請求は、戸籍に記載されて

いる者または配偶者、直系尊卑属が

請求する場合や、法令で定める者以

外の請求の場合は、委任状の提出が

必要です。

　また、住民票は、生計を共にする

社会生活上の単位により編成される

ことから、世帯の構成員であれば、

同一世帯内の住民票を請求すること

ができます。戸籍の請求と同様に、

法令で定める者以外の請求の場合

は、委任状の提出が必要です。

　いずれの場合も、請求者の本人確

認をさせていただきますので、来庁

の際は運転免許証等の提示をお願い

いたします。

　詳しくは、総合窓口課市民グルー

プへお尋ねください。

問：総合窓口課　市民グループ

　　℡ ０２９９－５５－０１１１

予約電話番号：０４７８－７９－９１８１

家族のこと、お金のこと、不動産のこと
困ったときには何でもご相談ください

佐原ひまわり基金法律事務所

弁 護 士　河　合 　厳
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